
海岸稔と盆地稲の種生態準的研究(第 1-3報)

粧 谷 事己 起

(山形大学農学部作物学育額学研究室)

Toshi.oki SHII3UYA GenecologicaI' Studies on Coast-rIce aud Valley~rice (l ~3) 

第1報稲苗発根力の日較差に就いて(1.Diurnal Range of Rooting Activities) 

本題は昭和26年度科学研究費による総合研究持の1つの分担謀題で，現在，筆者により究明されつつ

ある問題である.第1報として挿秩期に於ける府首の発根力の日較差に就いて発表する.材料の採集に

便宜をはかつて下さった山形農業試験場の諸氏各位に，また調査に使を与えられた本学部長石川武彦先

生はじめ農場及び当研究室の諸氏に，記して感謝する弐第である.

方 法

海岸平野及び盆地の各地点にて養成した稲苗を早朝及び午後に抜取り，ただちに旧棋を勢除し，水中

に挿し，研究室内に於て新たに発生した新根の数及び長さを測定して発根力を調べ，朝取苗と午後J孜首

との発根カの差を以て発j実力白日l段差と し，此の日較差が，地点、によって，また品種によって如何様に

異るかを比較検討した.

本報には，鶴岡及び山形に於ける成績のみを載せるとととしたので，鶴岡及び山形に於ける苗取時の

古の発育献態並に首取から発根力調査までむ経過時聞を示せば，第1表の通りである.

第 i表苗の発育j伏態及び商取から調査までの時間

|一一軒一商一一丁一語一両 11 、D.J-一面一 丁 一一角一 万 一
品 | 保問折衷商代 1 7Jく 苗 代 11 保雌折衷商代 1k 商 代
| 商取日時:ー一一 l 苗取日時:一一 11 ・日取時 :ーー | 苗痕日時・ 一一

種 [ (A) o月2日午前fi[時 [ (B) 5月24日午前6時[[(0) 5月27日午前7時[(D) 5月21日午前7時
[ (a) 6月i日午後5時 [ (b) 5月24日午後2時 [[(c) ，5月26日午後2時 [(d)5月26日午後2時

名 「百百 | 分緊数 | 苗齢 | 鵠数 11-\i給|分藁薮一 I-m~-了疎薮一
I (A) (a) 1 (A) (a) I (R) (h) I (B) (b) 11 (OJ (c) I (0) (c) I (D) (<1) 1 (D) (，J) 

農林 46 号 16.80 6.601 7.8 2.5 
農林 41 号| 一 一|一一
尾 花 沢 l号 [7.00 6.70[2.2 2.1[一
稿 坊主 !一一i一一 1ー

備考 時刻はサνマータイム

結

三llMji
75. 55 

果

室内に於て尚古から新たに発生した新根の根長及び棋数は第2表の如くであった.但し根長とは首1

個体当りの総根長であり，根数とは苗1個体当りの根数である.又，第2表の様子をと図示すれば第 1図

*水稲JIJc量の地域性を成立せしめる環境要素の解析的研究(代表者，東北大学農研，山本健吾)
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の通りである.

筋立災発根力の比較
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品種名

l 鮪 Il1.j
米.:tlr・前
「相C長 川11¥棋
λ 川 {λ}

山形のi'iilま， :;](1ド時以から測定までの時間がm:かったにも係わらや，慨して午後j判;?に於て発;fJUJが

J.:.で， 3日Uc~l~ 長に於て，;;Jjlr'{ ï'ir' よ りも温かに fJZ0 . .:>く節2去により， 午後JliCå，と間取11? との発棋力の:z:~ ，

即ち発机力の1'1絞1t{主， IJ JJ形の?，Yが，的問の前よりも大である ζ とがわかる.

づ~Iてï'ii Jl';(当 日及びj]íJHの的問・山Trb両地のJt1r'.'.:j最眠気J白及び日即時数をみると，unJ<の泊りである ・

第3炎 MlI川・ 111 Jfsの気象

!民 {J~

較

仙 岡 : 的問 1

5月31日 6月 1日 i6月2日 !5 n23目 i5 Jj川 i5月25日 I5月26日|川町
愉;怜 午前J:午後;判 ij午後今=前 l午筏;ド凡どt(附 't怜 i何q午午愉'.澗制.剖前削|午後iht4午f附主

. i I _ _ _ i 
反 FJii!ml125・7; !2MMi iM113041 1265j !2U1--' 1---'1 -...， j-'--I !---

f~ ..， j f")O' I ~ '"'I; U，¥ .， I ，1¥1¥1 ， 18.ラ .i 15.7; ， 13.8: I 16.2! 10.3 : 10.0! i 13.2: ' 14.ぅ:
Jr::ム 62Id-O 1j914.0 183 1412lJ71 2ム1白 山 ωlj.9
IKl 0 6.7 ‘ 8.0 3.2. 8.6 7.8 

山 J[~ 

日 3.8 3.9 

trC2去とt(c3炎とから市:守，J取収附古前t日の】担T口4』υ:1計ザ仰刈i臼J山山「作向'!有f行i気?瓶旺とl市;目甘1Y.取当打のl位止侃気I油貝のl較院7禿{主;と1稲i首'ii古市Y古i発1秘央力の較z芯=との関

;連j主li'1悦I!

関係を示している

考 察

がi'ii1t棋カは， fI，:)即位古氏(2) (lu.Jl)によれば，市代日数や鵠Hdilによって;七しく然も規則正しく配

布され，又 í'，'jJ以後の経過時間によっても典ってう!~るもの、Cあるから，たとえ同一地点の市でも，保温

折衷Nr1¥;の了。?と水Ill-代の111・とを比較ナるととは11¥来ない. ~P:. ~Kの :t-となった よ うに，阿I地也点の保1池j雌品-折哀

}了';1

ないので，上自f交の想論(I"J方法から幾分それているのであるが，いまγi-討の掲げたデヶタのみから三月-T突す

れば，夜nn気怖が冷えて，夜間放熱がj〈になるととは，的Ill-の{本l可の炭水化物の移動を容必にするもの

のようであ る.jiijして，夜nIJ，休内をおft到して発!共そのHi!ir.:1hf'1 されて， liU内tと炭水化物の残存が少く



治，谷一一海岸隠と盆地帯ヨの種生態学的研究(第1-3報)

第 1 図

上段:鱒問，71<苗代の苗.JI'段:山形， 保温折衷筒代の首.下段 III形，水2古代

の首.午前午後何れも左よlJ1農林46'V.，1長1--1、41号.尾花滞 l号，1m坊主 ((日し下

段は農林46苦手をIriIHl

溢谷絶起:海岸稲と盆j也fr!lの種生態学的研究(第 l報)稲苗発根力の目車交差に就いて

第 1図版



粧谷一一海岸稲とまま地裕の種生態学的研究(第1-3報) 3 

なった早朝の首では，その朝に取られれば，その~)j取首は発根力に於て劣るとととなるが， lji.)Hc取らすコ

に古代にで日中を経過させれば，茨水化物の再生産が行われ，然も，前日からの茨水イ七物残存の少い葉

を有する古ほど，日中に於ける再生産力が旺盛で、ある.それ故，夜間放熱が大で，炭水化物の夜間移動

の大なる盆地稲古が，それの小なる海岸稲首よりも，日中に於ける炭酸同化機能が旺んで，従って午後

取首に於て新根発生力が極めて大となるのであろう.

以上に依れば， 早朝薄暗いうちに苗取して，その日のうちに棺えるととは，午後に首取して，其の日

のうちに植えるよりも，活着を不良ならしめ，且つ生育rを停滞せしめるととになると思われるし，又，

午後に首取してP これを翌朝まで放置するととは，発根生理から言えば無盆であると言わざるを得まい.

ヨたに本報にはデ{グが少く，ま?と発1長力のみの成績なるが故p とれを以て品種のJfl草地を速断するとと

は出来ないが，此の点は本研究の焦点でもあるので本報に於ても少しく触れて治とう.自Hち，尾花沢1

号は，供試品種中，最も苗取前日最高気温と古取当日最低気温の較差に影響され易い品種のようである

から， 盆地yCJ直する品種のようであり，反対に農材、41号は供試品種中，最も上記の影響を受け難い品種

のようであるから海岸平野に泊するであろう.

参考 r文献

1)林 武 (1950):変滋が作物に及ぼす作用農友園 25(10及11)

2)民捧健吉(1941):水稲の商代日数と商の発根力l亡就て 日.作・絶.13 (1) 

3) 向 上 (1942):水稲苗の地上苛》箆除による発根促進に関する研究 (1)及 (2)，日.作.i!'f2. 13 (3~4) 及

14 (l) 

4) 山本健吾 (1951):水稲の新根阿生力に依る苗の素質検定義及閤 21)(5) 

Summary 

1) Varietal rooting activities ofむheyoung ric日 plantswel'・emensure(l 1>y this author， who 
fOUl1d七ha七色，h巴 youngplal1ts picked up in aft巴l'lloonfrom the valleY-l1urs巴riesshould 1>e Illost 

ac七ivein rooting owing七othe high色errestrialradiittiol1 of th日I・e.

2) The differel1ce in relation to the rooting activity between the aftel'lloou-pickecl plantlets 

and the mornil1g" picked ones， to say the diurnal range of rooting activities was high In valley-ricc， 
1>ut low in coast-rice. 

3) The varieties of much sensitive to th巴 terrestrialradia七ionand higher in七hediurnal nmge 

of rooむingactivity， for iustance OHANAZA WA  No. 1， will aclap七toa valley regiol1， Jmt 1巴SS01' 

low ones， for instauce NORIN No. 41， will to a coast regiou.， 

第 2報稲の茎の温度に就いて (2.Temperaturc in thc Stcm of Rice Plant) 

稲の牧量は毎日の生理作用の集積結果でるる.而して毎日の生理作用は，外界に影響される. 筆 者
.;) 

は， 第1報として，稲苗発根力の日変化が，夜間放熱によって影響されると述べた.併し此の影響が直

接的であるか間接的であるかを論及しなかった.然るに加藤氏(1948)めによれば Uvarov 氏 (1928)

は， 昆虫に及ぼす外界の影響が直接的でなく，昆虫の体温を経て作用するという見解を述べていると言

う.

そこで筆者等も，栢の茎溢，厳格には葉鞘葉身が重なり合った部位の内方の温度を1/10皮まで読み得
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とれの推移を見た而して1日中の稲の茎i湿の変化が，如何なる外界{傑る電位差計式熱電対で測定し，

千葉孝子氏に謝意を表すもたらされるかを考察した.本実験に助力した羽根回栄四郎氏，件によって，

ると同時に，実験に至大の便宜を与えて下さった山形牒農試の字野場長，岡崎技師，斎藤(大)技師，古

チ1:賢一氏，農林技官柏倉員一郎氏rc:厚く感謝する次第である.

法

71<稲尾花沢1号で，測定場所は本学農場(鶴岡市)及び差是試本場 (山形市)であった・

丁度，枝担始原体形成期乃至頴t台強体分化初期であり，後者の稲は雄誌始原体形成期に当

方

供試品種は，

前苦の稲は，

水面上2cm""，4c且の位置に持し込み，動揺せぬよっていた.熱電対の針を，病虫筈被害の無い茎内に，

うにし置き，茎温を毎時又は30分やきに観測した. 地1!i¥l，7k温，とれと同時に，畦間気温，畦間得度，

泉結

rlU間風速等を観測した.

鶴岡及び山形に於ける観測結果を，金調査項目に渉って数字で表示することを省略し，茎の温度につ

察-

いて図示すれば，本報第1図の通りである.

考

7k商よりは甚花象虫の日週活動が日射量によるととを論じているが，稲の休温も，(1¥:)39) 2) 加藤氏

卸ち，本報の観測時に於セ日射のあ上方に於ては日射の影響を受けるに極めて鋭敏なものと思われる.

t設

-~跡、@ '¥ 
Of @.. ! " 
ι' ー'‘
夕、、臥_@ "，，9Tふ、h
d 一一 、守¥

え月、‘
7月〆0旬、、 γ

ノ弘¥
7月.12臼¥、余、

、C及
、e‘e

日射が無

第 If週水稲尾花沢 1号の室温

1波線:鶴岡.袋線:111形.0:日身Jあり.図:世間21u/日
以上の夙あ!:l.時刻は標準時.⑧:各観測時の茎出.

3。

日射のなかった観測時の茎温は低かった.

7月16日の成績によれば，

った場合の茎温は高温を示したが，

水稲茎温は，また風の有無によっても影響されるものの如くで，

、くとも，畦聞に 2m/s以上の風切あった

時刻には，茎温が上昇している.

鶴岡，山形の両地点に於て茎温の絶対

2.9 

28 

値が異るのは，両地点の観測当日の気温

乃至水温の差に基くもののようである.

以上は，特定の日に於ける稲の茎温に
17 
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就いて述べたのであるが，若しP 海岸平

野と盆地との両地域に於て，i喜二日の畦間

気象陀特異性があるなら，此の事が原因

22 
して，両地域の同一品種間にも，機能上

21 

20 
また形態上の分化が発現するであろ

う.兎も角，稲の茎温に関する限t，睦
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7K酉土にあっては日射と風

とに支配されている ζ とが明かで、ある.

猶，王寺察に利するため，筆者等が，南瓜

間気象殊に，



淀谷一一海岸縞と主主地楢の種生態学的研究(第1-3報)

の雌1どと雄花の着生肢の温度を，上記と同一方法で測定した結果生掲げれば，本報第1表の通 りである .

t供試株を御世話下さった本学部園芸学研究室育英高氏K謝意を表する次第である.

露地に於て，洋種南瓜の蔓を自由に，はわせて

ヰなけば，雌花が蔓の比較的先方に着生し， 雄花が

比較的基部近くに着生するため3 雌花の着生服部

は日射を受け易く，雄世の着生服部は葉で蔽われ

て日射を受けるとと少し とのため前者の着肢の

第 1表 開花当日の南瓜の雌雄花肢の温度

tt i22311j|隅摘し

ラ

温度が高く，後者のそれが低いものと解される.併し，此の事は， 服聞の温度差が，般に着生する花芽

の性の分化の原因となるとと を意味するものではない.何と怠れば，花芽の性的分化は， 既に生長点近

くに於て， 開始されごているからである.以上ピより， 南瓜の茎の温度も，稲の茎と同様に， 日射量によ

って強く影響されるととが明らかである.

参 考文献

l)踊井栄一郎 (1947)::気候学第5版，東京 p.43-46 

2) 加藤陸奥堆 (1948):見虫の日週活動に関する研究，生物学の準歩(第3続)昭和23年

3)纏谷紀起 (1951):海岸稲と余地治の種生態学的研究 {予報)東北農業第4回大会.講演会

4)横尾多美男 ・服部徳一 (1950)水稲の濯湖水沼会体温について 九州農業研究 7

Summary 

1) The temp日ratUl'ein the stem of 1'ice plaut (varietal uame: OHANAZA ¥VA No. 1) was 

measure<1 by means of tbermo-couple mcthoc1 at both ()f coast. anc¥ valley pac1c1ies. The 

t日mperaturewas found to be infllleucec1 hy .sllnlight il1 仙台day，by色。rrestr.Ialradiatioll il1 the 
night. 

2) These influences were seen in coast-r・iceas sam巴 asil1 valley-rice. 

3) The t巴mperaturein the flower node of squash stem was. also il1clueec1 hy sUl~light， tbe 

femaJe flower positionsωbe high al1c1 the male ones to be low. 

第3報止葉葉鞘に包まれた穏の温度に就いて

(3. Tempel'ature of Ear iu .the Final L巴乱fSheath) 

筆者は第2報に於て，幼穂形成j閉に於ける稲の茎の温度は，水面上2cm-4cmの位置では，気温や水

温にも影響されるが，最も よく，日射によ り影響されるものであるととを述べた筆者は，更に，穂が

ー!菅生長して，出穂 4---5目前になった時の穂の温度について，日射の影響度及び風の影響度を測定し

たので，影響度算出の基礎とたるデ{グを，第3報と して報やると とと した.観測に当った，当学、部の

沼棋田栄四郎氏に深甚の謝意を表する次第でるる.

方 涜

1)稲株に直日射のるる日に，品種尾花沢1号の出穂 4-5目前程度の穂自flに，熱電対の針を挿入し

で温度を測定した.而して直日射下に測定された温度を日 向の温度とし， 傘で日光を遮って，直日射を

無く して測定された温度を日陰の温度とした.



第 1号

1定の風速の風が， 鉢植稲の普UJ定部位に当るようにして

山形農林学会報

室内で，人工風を旋風機によって起し，

上記穂部の温度を測定した.市して使用した室は，直日射のdうる硝子室と，直日射のない実験室とであ

2) 

6 

出穂 4~5 日前の穂部を測定した.

果語t
Ii'臼

った.供試稲は，尾花沢1号で，

とれによって， 穂字期測定結果の数字を列べるととを省き，本報第1図乃至第3図の知ぐ 図示した.

日射及び風によって上昇するものであるととが知られる.

察考

の穂の調度は，

日向の場合と日陰の場合とで、は，常に前者は後者より

との事は，直日射が穂字期の穂の温度を高めるものと断じ得ょう.市して，稲株が繁茂し

水中の茎は1J1.ら水温に影響されるならば，水面直上に於て，茎温の不連続点が在

第 1図によって測定部位が同一でも， 其処が，

温度が高く，

51'2.図
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X一一× 日向の穏温1 6--6 日陰の穏混.0 無風.119 有風，

気温I m.js 風速，縦判1:温度，横刺l標準時刻i!，第2図li6自子

室内，第3図はia日射のない実験室内.

図の説明
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り得るわけで，此の不連続点に就いては，加藤陸奥雄氏が，既に，生保内試験地にて， 観測している・

第 2図は直 日射のbる硝子室内での結果で，出入戸が1個処開放されていたため，旋風機による宰気

の撹枠に伴って，気温は多少下降したが，此の気温の下降の傾向とは無関係に，穂字期の穂温は無風の

ときに低く，有風のときに常に上昇した.

第3図は直日射のない実験室内で行われ， 観測に先立って室を閉じたため，旋風機による室内室気の

捜枠に伴って，気温は多少上昇したが3 此の気温の上昇傾向とは無関係に，穂字朋の穂温は無風のとき

に低く，有風のときに常に上昇した.

狛，第3図に於て午前中の気温が午後の気温より高いのは，使用した室のガラ ス窓が東向でdうるため

と思われみ.

直 日射の有無に係ゐらや，風tとよって穂温が上昇するのは， 如何なる生理によるのか，また上昇に依

って如何なる生理現象が惹起されるものなのか， ま?と， 風によ る穂字J~lの穂植の上昇が，生態学的に如

何なる意義をもつのか，ま?と品種聞に差があるものであるか，等々に就いては，現有のととろ何も言え

ない.

参考文献

1)大後美保 (19471:i漬物主環気象学 東京， p. 192~194 

2)郡場寛 (193ヲ):地物気候の主要因子としての葉休槌及動 3(1) 

Summar.1 

1) Theωmperature of an ear ill the fillal leaf sheath rose cvideutly iu the couditioll of 

SUlllight. 

2) The temperatu1'e as ahov巴1l0tOJ1'08e rcmarkahly ill色h日 coqslitiouof Willd. 

-，一 一一一一← w ←一 一 一一一一一一一'← 一一一一

。森 邦 彦 :新潟鯨霧島産植物のー，-に就

いて (K. Mo川 00Rome plants frolU Iul. 

AoshiJUa Pnf. Niiga(a) 

私11昨年9月向島に採集する機会を得た・架島

l土佐渡島の北東約 75kmにある小孤島で，長方形

をなし周図約 18km，而積約 9.9km2，而して本島

の主なる謹業は漁業と竹林経営でeある.*島も佐

渡島及び、飛鳥と同様対島暖流の影響を受けて気温

暖く，ために援徳性植物の天然生を幾多見ること

が出来る.fWマルパグミ，テイカカグラ，ノ、マゴ

ウ;z:.ノキ，ヒサカキ，ヤプYパキ，タプノキ等

があり，叉私ft島民がソテ Yを鉢1留にして栽培し

ているのを見た.イタピカヅヲを岡島に産するこ

とは縞物研究雑誌 26.-7に報告しておいた・

今ノシラ y (OpMopogοn .iabw白イ山 Lodd.)を東

海岸の泊-ì~蓄の前の海岸で採集したのであ る.これ

を植物総覧によって分布を調ぺてみると， ，塞く琉

球より九州1，四国，本州中南部に亙り分布してい

るもので，暖帯色の豊かな植物である・而して本

種l土北見秀夫氏の佐渡島の植物 (1951)及 結減嘉

美氏の飛鳥の植物 (1951)にも言出品されていない

ものである.

次に .Abntu(，nsp. (イチピ属)を西海岸Oll崎附涯

で採集したが立仮に結実していた.若U;L、ヵ:採集

せずにその俵放置しておいたならば本年は出来た

種子によって或は自然蕃砲をしていたかも知れな

いと，思っている.その周囲を随分探し廻ったが，

他には一本も見付け得なかったの・であった.この

;1butuo)l も大休暖僻から黙幣へかけて郷土を有す

る植物色であるから本属のものが育っていたことは

非常に興味が深い釈である.ノγランIt原寛博士

に鑑定をして頂きま した.ここに厚〈御干しを申上

げる次第であります.
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